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点 \mathrm{P} から点 \mathrm{A}(2,0) までの距離と点 \mathrm{P} から直線x=2 までの距離が等しいという条件











図1 定義に従った放物線の作図 (「残像」 の利用)
2.2 \mathrm{r}軌跡」 機能の利用













図2 放物線の作図 (「軌跡」 コマンドの利用)
















図3 LocusEquation コマンド (1) の利用





なお,図??の1行目では,焦点を (2, 0) と具体的な座標で設定しているが,点の










2.5 LocusEquation コマンド (2) の利用
GeoGebra のLocusEquation コマンドには,最近新しい機能が追加された.この機能
は従来の機能とはかなり趣が異なるものである.図5において,点 \mathrm{P} は平面上の任意の
点で,点 \mathrm{P} から直線に下ろした垂線の足が点 \mathrm{H} である.また,線分PH のラベル (名前)
を \mathrm{h} , 線分 PA のラベル (名前) を \mathrm{i} とする.例えば, \mathrm{P}\mathrm{H}=\mathrm{P}\mathrm{A} (すなわち, \mathrm{P}\mathrm{H}:\mathrm{P}\mathrm{A}=1:1 )
である軌跡を求めるには,次のように入力する.
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